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江
戸
時
代
後
半
に
肥
後
で
は
、
１
０

０
基
以
上
の
め
が
ね
橋
が
架
設
さ
れ

た
。湯
町
橋
は
５
番
目
に
古
く
、
二
つ
め

が
ね
（
２
連
ア
ー
チ
橋
）
と
し
て
は
県
内

最
古
で
あ
る
。２
連
の
め
が
ね
橋
は
、
熊

本
に
10
基
ほ
ど
あ
る
が
、
菊
池
川
支
流

の
吉
田
川
に
は
同
橋
の
上
流
に
、
熊
入

橋（
消
失
）や
大
坪
水
路
橋（
移
設
）な
ど

の
２
連
橋
も
架
か
っ
て
い
た
。

　

湯
町
橋
を
最
初
に
見
た
の
は
、
１
９

７
２
（
昭
和
47
）
年
の
早
春
。河
川
改
修

工
事
の
案
内
板
が
立
ち
、
す
ぐ
上
流
で

橋
脚
工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

橋
の
東
側
親
柱
を
見
る
と
、
次
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

　
　

右
大
正
元
年
十
二
月
増
築

　
　

湯
町
橋

　
　

左
文
化
十
一
年
十
一
月
築
設

　

こ
の
橋
は
豊
前
街
道
に
架
か
り
、
山

鹿
の
ま
ち
の
西
玄
関
口
に
当
た
る
。大
正

元
年
、
同
様
の
石
材
を
使
い
大
き
さ
も

同
じ
め
が
ね
橋
を
上
流
側
に
造
る
こ
と

で
橋
を
拡
幅
し
て
い
る
。当
時
の
人
々

の
景
観
重
視
の
姿
勢
を
見
る
よ
う
で

「
偉
い
」と
、高
く
評
価
し
て
い
た
。

　

し
か
し
河
川
改
修
に
よ
り
、
こ
の
橋

を
取
り
壊
す
と
い
う
の
で
あ
る
。当
然

の
よ
う
に
、
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

会
と
山
鹿
文
化
財
を
守
る
会
は
、
移
転

保
存
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
。そ
の
結

果
、
橋
は
同
市
の
日
輪
寺
公
園
内
に
移

4面　小学校に「父の背橋」　大分・院内町
6面　2013年度 肥後種山石工技術継承講座

2面　「いんない石橋フォーラム」報告
5面　紅葉と石橋ツアー（末永 暢雄）

中面の案内

熊
本
県
山
鹿
市
の
吉
田
川
に
架
か
っ
て
い
た
１
９
７
２
年
当
時
の
湯
町
川
橋（
湯
町
橋
）

写
真
提
供
／
上
塚
尚
孝（
同
年
１・16
撮
影
）

熊本県山鹿市・日輪寺公園内の湯町川橋
（湯町橋、県指定重要文化財）
写真提供／中村まさあき（2010.3.28撮影）

設
さ
れ
る
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。

　

１
９
７
５（
昭
和
50
）年
５
月
、
移
設

工
事
を
見
に
行
っ
た
私
は
、そ
こ
で
初
め

て
支
保
工
を
見
た
。そ
れ
も
２
連
だ
。要

石
ら
し
い
石
材
に
は
「
山
鹿
郡
湯
町
川

眼
鏡
橋
」と
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

　

は
は
ぁ
、
湯
の
町
、
山
鹿
を
流
れ
る
吉

田
川
を
昔
の
人
々
は
、「
湯
町
川
」
と
呼

ん
で
い
た
の
だ
と
納
得
し
た
。

　

文
化
11
年
は
西
暦
１
８
１
４
年
。陸

（
お
か
）
に
上
が
っ
た
湯
町
川
橋
（
湯
町

橋
）は
今
年
、
築
造
か
ら
２
０
０
年
目
を

迎
え
る
。

　

移
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
復
元
工

事
に
携
わ
っ
た
会
員
の
中
村
幸
史
郎
さ

ん
が
詳
し
い
。こ
の
橋
が
撤
去
か
ら
移

設
に
落
ち
着
い
た
話
題
が
あ
っ
た
た
め
、

結
成
さ
れ
て
間
も
な
い
「
日
本
の
石
橋

を
守
る
会
」
の
第
１
回
大
会
の
開
催
地

は
山
鹿
市
と
な
っ
た
。
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大
分
県
宇
佐
市
の
院
内
町
は
75
基
の
石
橋
が
現
存
す
る
「
日
本

一
を
誇
る
石
橋
の
ま
ち
」。宇
佐
市
は
郷
土
の
偉
人
顕
彰
事
業
の
一

環
と
し
て
石
工
の
名
棟
梁
、
松
田
新
之
助
を
取
り
上
げ
昨
年
9
月

21
日
、「
い
ん
な
い
石
橋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
同
町
の
平
成
の
森
公
園
・

農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。是
永
修
治
市
長
の
挨
拶
の
後
、

前
半
は
元
大
分
の
石
橋
を
研
究
す
る
会
会
長
の
岡
崎
文
雄
氏
（
会

員
）が「
大
分
の
石
橋　

現
状
と
課
題
」と
題
し
講
演
。後
半
は
岡
崎

氏
と
上
塚
尚
孝
事
務
局
長
を
含
む
５
人
が
、「
石
橋
の
保
存
と
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
語
っ
た
。会
場
に
は
末
永
暢
雄
副
会
長
が
院

内
町
の
石
橋
絵
画
を
持
参
し
展
示
し
た
。

　

私
の
調
査
で
は
、
全
国
に
２
０
０
０
基
余

り
の
ア
ー
チ
石
橋
が
あ
る
よ
う
で
す
。大
分
県

に
は
５
０
４
基
、う
ち
院
内
町
に
61
基
あ
り
ま

す
。
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大
分
県
の
ア
ー
チ
石
橋
の
特
徴
は
、２
〜
８

連
ま
で
の
多
連
ア
ー
チ
橋
が
多
い
、
水
路
（
井

路
）橋
が
多
い
、
架
設
年
代
で
は
約
９
割
が
明

治
後
期
か
ら
昭
和
前
期
、石
の
積
み
方
で
は
布

積
み
の
橋
が
多
い
│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

布
積
み
が
多
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
明
治
25
〜
39
年
に
か
け
、
工
部
大
学
校

（
東
京
大
学
の
前
身
）
卒
業
の
新
し
い
技
術
を

学
ん
だ
技
師
３
人
が
、大
分
に
来
て
国
道
整
備

を
行
っ
た
こ
と
で
す
。そ
れ
以
降
、
大
分
の
石

橋
は
乱
積
み
か
ら
、長
方
形
の
石
材
を
規
則
的

に
つ
な
げ
、
接
合
面
に
セ
メ
ン
ト
を
使
用
し
た

布
積
み
の
新
工
法
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

現
在
も
国
道
10
号
・
２
１
０
号
の
旧
道
に

多
く
の
石
橋
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
県
の

直
轄
事
業
と
し
て
幹
線
道
路
に
丈
夫
な
永
久

橋
と
し
て
石
橋
が
架
け
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、

支
線
の
道
路
に
寄
付
金
な
ど
で
地
元
の
住
民

に
よ
っ
て
多
く
の
石
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、大
分
に
は
布
積
み
の
石
橋
が
多

い
と
述
べ
ま
し
た
が
、
院
内
町
の
75
基
の
石
橋

の
う
ち
布
積
み
は
10
基
程
度
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。院
内
町
は
従
来
の
乱
積
み
が
多
い
の
で

す
。大
分
で
は
例
外
の
地
域
に
な
り
ま
す
。

　

大
分
の
石
橋
の
課
題
と
し
て
は
、「
守
る
、伝

え
る
、生
か
す
」で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
守
る
」で
は
、
丈
夫
な「
馬
溪
橋
」（
中
津
市

指
定
有
形
文
化
財
）の
せ
い
で
洪
水
被
害
が
拡

大
し
た
と
、
地
元
住
民
が
架
け
替
え
を
要
望

し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。被
災
さ
れ
た
住
民
の

意
思
で
す
の
で
尊
重
す
る
の
が
当
然
で
し
ょ

う
。た
だ
、
大
正
12
年
の
架
設
当
時
は
地
元
の

希
望
で
架
け
た
石
橋
が
、
今
は
見
放
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
悲
し
い
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

豊
後
大
野
市
と
臼
杵
市
の
市
境
に
架
か
る

「
虹
潤
橋
」で
す
が
、
平
成
11
年
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
訳
か

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
ト
イ
レ
も
な
い
状
況
で
す
。

　
「
伝
え
る
」で
は
、
豊
後
大
野
市
の
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定（
＊
）に
よ
り
、
多
く
の
人
に
土
地

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。私

は
大
分
県
全
体
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
め
ら
れ

て
も
い
い
よ
う
な
地
形
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
か
す
」で
は
、
石
橋
だ
け
で
な
く
、
石
橋

の
架
か
る
美
し
い
風
景
を
後
世
に
残
し
、
地
元

の
た
め
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

今
後
も
院
内
町
で
は
石
橋
の
あ
る
風
景
を

「
ま
ち
の
宝
」と
し
て
残
し
て
く
だ
さ
い
。

＊　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
ジ
オ
と
は
地
球
の
こ
と
。地
形
や
生

態
系
と
人
間
生
活
の
関
わ
り
を
考
え
ら
れ
る
場
所
。地
元

ガ
イ
ド
養
成
が
認
定
に
不
可
欠

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き
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若
者
の
参
加
が
重
要
に 

岡
崎
氏

石
橋
は
大
事
な
文
化
財 

向
野
氏

地
元
再
評
価
の
動
き
へ 

高
野
氏

技
術
者
の
養
成
を
図
る 

上
塚
氏

石
橋
を
地
元
の
魅
力
に 

桜
井
氏
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校庭に築造された父の背橋
　　　　　＝2013年9月21日　写真提供／中村まさあき

左は工事中＝2011年5月8日、右は完成＝同年9月25日　写真提供／宇佐市立院内北部小学校
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Ｐ
Ｔ
Ａ（
父
親
部
）
の

活
動
と
し
て
、
児
童
が
地
域
の
文

化
や
母
校
に
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
し
た
い
、
作
業
を
通
し
て
親

睦
を
深
め
た
い
、
父
親
の
か
っ
こ

い
い
姿
を
子
ど
も
に
見
せ
た
い
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。当
時

部
長
の
宮
丸
尚
幸
さ
ん
が
建
設

会
社
の
経
営
者
で
、
作
業
用
機
械

や
石
を
扱
う
道
具
も
そ
ろ
っ
て
い

ま
し
た
。学
校
に
提
案
し
、
安
全

面
に
十
分
配
慮
し
て
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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専
門
家
と
い
え
る
人

　
大
分
県
の
宇
佐
市
立
院
内
北
部
小
学
校
校
庭
に
保
護
者

が
、
２
連
石
造
ア
ー
チ
橋「
父
の
背
橋
」を
築
造
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の一環
と
し
て
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
石
橋
造
り
は
、４
年
の

歳
月
を
か
け
11
年
に
完
成
し
た
。近
く
に
児
童
ら
の
手
書
き
案

内
板
が
立
て
ら
れ
、
保
護
者
ら
が
作
っ
た
石
橋
や
地
域
への
思

い
を
込
め
た
歌
が
学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。石
橋
築
造

の
状
況
や
感
想
に
つ
い
て
、
同
校
父
親
部
部
長
の
河
野
修一さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。（
2
0
1
3
年
９
月
23
日
広
報
部
取
材
）

Õ
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は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。学
校
で
説

明
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の

石
工
さ
ん
に
石
橋
の
工
事
手
順

を
聞
い
て
、
図
面
と
作
業
用
の
資

料
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
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地
元
工
務
店
か
ら
情

報
を
得
て
、
古
い
家
を
改
築
し
た

際
の
敷
石
や
庭
石
を
も
ら
い
ま

し
た
。石
を
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
、ド

リ
ル
で
矢
穴
を
掘
り
ハ
ン
マ
ー
で

た
た
い
て
割
り
ま
し
た
。２
０
０

８
年
か
ら
始
め
、
延
べ
１
５
２

日
・
約
９
０
０
人
が
参
加
し
、
完

成
に
４
年
か
か
り
ま
し
た
。
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細
か
な
作
業
を
指
導

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。皆
が
見
様
見
ま
ね
、
試

行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。ま
た
、

途
中
で
作
業
に
人
が
集
ま
ら
な

く
な
っ
た
の
で
、
参
加
者
を
促
す

工
夫
が
必
要
で
し
た
。そ
れ
で
、

焼
き
芋
大
会
や
豚
汁
の
昼
食
会

を
兼
ね
る
な
ど
し
ま
し
た
。
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要
石
が
う
ま
く
は
ま
っ

て
、
ア
ー
チ
が
２
つ
で
き
た
と
き

は
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
、
土
台
も
石
材
の
接
合
部
分

も
セ
メ
ン
ト
を
使
い
、
し
っ
か
り

補
強
し
て
い
ま
す
が
、
支
保
工
を

外
す
と
き
は
、
崩
れ
や
し
な
い
か

と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
大
丈

夫
な
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
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当
初
の
目
的
を
達
成

で
き
、
学
校
に
残
せ
る
も
の
が
で

き
て
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。今
後
は
橋
の
下
に
水
辺
の
環

境
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
、
児

童
が
自
然
の
中
の
生
態
系
を
学

べ
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。石
橋
の
近
く
で
何
か

行
事
を
行
い
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
宇
佐
市
の
院
内
町
で
昨
年
８
月
、石

橋
の
維
持
管
理
・
保
全
修
復
と
活
用
を
図
る

た
め
、「
院
内
石
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー

ト
し
た
。国
の
平
成
25
年
度
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
推
進
等
調
査
に
選
定
、
同
市
に
委
託
さ
れ

た
事
業
で
、石
橋
の
現
状
調
査
を
基
に
し
た
石

橋
点
検
手
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
景
観
に
配
慮

し
た
伝
統
工
法
と
現
代
工
法
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
補
修
・
保
全
修
復
技
術
の
確
立
、石
橋

を
永
代
橋
と
し
て
保
全
・
活
用
し
て
い
く
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
な
ど
を
行
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
、
熊
本
大
学
大

学
院
の
山
尾
敏
孝
教
授（
会
員
）を
は
じ
め
、地

元
有
識
者
や
市
民
の
代
表
者
、行
政
機
関
の
職

員
で
構
成
。同
町
の
全
石
橋
75
基
を
対
象
に
、

石
材
の
ひ
び
割
れ
や
開
き
、草
木
の
繁
茂
状
況

な
ど
を
目
視
に
よ
り
現
状
把
握
す
る
実
態
調

査
、石
橋
の
強
度
を
知
る
た
め
縮
小
模
型
を
製

作
し
て
各
種
実
験
が
行
わ
れ
た
。壁
石
を
積
ん

だ
石
造
ア
ー
チ
橋
模
型
を
使
っ
た
実
験
は
日

本
初
と
か
。

　

石
橋
の
補
修
・
点
検
手
法
や
手
順
に
関
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
年
３

月
ま
で
に
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。ま
た
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、古
い
写
真
、図
面
や
手
記
な
ど

の
貴
重
な
記
録
、石
橋
に
関
す
る
逸
話
な
ど
の

掘
り
起
こ
し
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。大

き
な
成
果
を
期
待
し
た
い
。（
広
報
部
）
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九
州
の
石
橋
を
訪
ね
る
旅
②

　
　
〜
大
分
県
九
重
町
を
訪
ね
て
〜

「
紅
葉
と
石
橋
ツ
ア
ー
」報
告

左、妙見宮車橋。右上と右下は、同橋へ至る山道を登る参加者

深瀬橋で記念撮影

飯田高原の紅葉
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肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
は
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
で

３
年
目
と
な
り
、
受
講
者
た
ち
は
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
の
緑

地
広
場
で
、「
踊
水
橋（
よ
う
す
い
き
ょ
う
）」＝
緑
地
広
場
Ａ
橋
の
再

架
設
、
花
漣
橋（
か
れ
ん
き
ょ
う
）の
架
設
に
取
り
組
ん
だ
。ま
た
本

講
座
は
、循
環
型
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
リ
デ
ュ
ー
ス・リ
ユ
ー
ス
・

リ
サイ
ク
ル
推
進
協
議
会
に
評
価
さ
れ
、
本
会
と
尾
上一哉
会
員
が

経
営
す
る
尾
上
建
設（
同
町
）が
会
長
賞
を
受
賞
。13
年
度
講
座
に

つ
い
て
、尾
上
会
員
に
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

解
体
し
石
材
を
調
整
し
て

組
み
直
し
た
踊
水
橋

遊
水
橋（
手
前
、2
0
1
1
年
架
設
）と
踊
水
橋（
奥
、13
年

再
架
設
）＝
熊
本・山
都
町
の
緑
地
広
場

花漣橋の支保工架設の様子
＝2013年12月

2
0
1
3
年
度 

肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座

課
題
確
認
し
技
術
磨
く
受
講
者

肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
実
行
委
員

会
員　

尾
上 

一
哉（
熊
本
県
）

　

２
０
１
３（
平
成
25
）年
度
は
、前
年
度
に
完

成
し
た
実
習
橋
「
踊
水
橋
」
の
解
体
・
組
み
直

し
と
、３
つ
目
の
同「
花
蓮
橋
」の
新
築
を
計
画

し
ま
し
た
。

　

踊
水
橋
は
、前
年
度
計
画
で
は
12
月
に
完
成

予
定
で
し
た
が
、２
カ
月
ほ
ど
工
程
が
遅
れ
た

た
め
に
重
大
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。技
術

指
導
を
仰
ぐ
竹
部
光
春
師
匠
が
体
調
を
崩
さ

れ
た
の
で
す
。指
導
が
行
き
届
か
な
い
中
で
の

架
橋
作
業
と
な
っ
た
た
め
、
輪
石
の
仕
法
と
仕

上
げ
に
、種
山
石
工
の
仕
事
と
し
て
は
許
せ
な

い
課
題
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
次
年
度
は
、組
上
げ
た
踊
水
橋
を
解

体
・
組
み
直
し
を
計
画
に
入
れ
ま
し
た
。こ
れ

も
種
山
石
工
の
技
術
を
厳
格
に
継
承
す
る
た

め
必
要
な
こ
と
で
し
た
。

　

13
年
度
、
再
び
踊
水
橋
に
支
保
工
を
設
置

し
、ア
ー
チ
を
浮
か
し
て
要
石
か
ら
順
に
解
体

を
始
め
、
す
べ
て
の
輪
石
を
取
り
去
り
ま
し

た
。手
作
業
で
石
材
表
面
の
仕
上
げ
を
や
り
直

し
、
輪
石
と
要
石
の
大
き
さ
を
調
整
し
、
再
架

橋
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
部
師
匠
の
許
可
で
支
保
工
を
外
し
、踊
水

橋
の
フ
ォ
ル
ム
を
見
た
受
講
者
は
、
種
山
石
工

の
技
術
を
継
承
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
、
納
得
が
い
っ
た
よ
う
で
す
。結
果
と
し
て
、

現
地
で
「
移
設
復
元
」
に
似
た
実
習
を
し
た
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
花
蓮
橋
」は
、幅
２
・
１
㍍
、径
間
４
㍍
、輪

石
厚
０
・
３
㍍
、ア
ー
チ
部
重
量
約
5
㌧
の
石

橋
で
す
。左
右
岸
そ
れ
ぞ
れ
約
10
㌧
ず
つ
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、基
礎
岩
盤
代
わ
り
に

し
ま
し
た
。大
量
の
石
材
の
中
か
ら
、
輪
石
と

し
て
の
強
度
、形
状
、色
、風
合
い
な
ど
を
吟
味

し
選
り
出
し
、皆
で
加
工
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
こ
ろ
か
ら
国
の
大
型
経
済
対

策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
に
よ
る
公
共
工
事
の
大

量
発
注
な
ど
の
影
響
が
出
始
め
、建
設
現
場
で

は
極
端
な
人
手
不
足
が
発
生
。そ
の
た
め
、
受

講
者
の
参
集
が
難
し
く
な
り
、毎
週
土
曜
の
講

座
が
開
け
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
座
は
ま
た
し
て
も
年
を
越
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。国
の
政
策
が
こ
こ
ま
で
影
響
す
る
こ

と
は
想
定
外
。次
年
度
が
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
、思
い
や
ら
れ
ま
す
。

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

　

国
土
交
通
省
か
ら
3
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ

ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
関
す
る
取
組
み
の

問
い
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。実
は
当
初
、
私
た

ち
の
愛
す
る
石
橋
を
書
類
上
と
は
い
え
、
産
業

廃
棄
物
扱
い
す
る
こ
と
に
気
が
引
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
壊
さ
れ
続
け
る
石
橋
が
3
Ｒ
に
よ

り
守
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、
会
の
目
的

に
直
結
す
る
と
考
え
ま
し
た
。日
本
の
石
橋
を

守
る
会
の
活
動
、
種
山
石
工
養
成
講
座
の
３
年

の
実
績
な
ど
を
記
載
し
申
請
し
た
結
果
、
会
長

賞
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
賞
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
国
土
交
通
省

職
員
の
方
に
こ
れ
ま
で
よ
り
鮮
明
に
、
貴
重
な

石
橋
の
存
在
を
認
知
い
た
だ
け
る
の
な
ら
、
全

国
の
石
橋
の
保
護
・
活
用
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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豊岡橋の要石（熊本市北区植木町）
写真提供／中村まさあき

　

熊
本
県
立
図
書
館
３
階
に
あ
る
郷
土
関
係

資
料
閲
覧
室
で
、し
ば
し
ば
お
見
か
け
し
た
岡

松
荘
一
郎
さ
ん
が
、津
奈
木
町
教
育
委
員
会
職

員
の
方
と
一
緒
に
東
陽
石
匠
館
に
来
館
さ
れ

た
。年
長
の
郷
土
史
家
が「
今
日
は
勉
強
し
に

来
ま
し
た
」と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、私
は
恐
縮
し

て
し
ま
っ
た
。

　

岡
松
さ
ん
は
、

N
H
K
熊
本
放
送

局
が
番
組
の
合
間

に
放
映
し
た「
く

ま
も
と
の
石
橋
」

（
※
）の
重
盤
岩
目

鑑
橋（
ち
ょ
う
は

ん
が
ん
・
め
が
ね

ば
し
）の
回
を
見

て
、そ
の
監
修
を

担
当
し
た
私
を
訪

ね
て
来
ら
れ
た
と

い
う
わ
け
だ
。

　
「
重
盤
岩
目
鑑

橋
は
三
平
と
い
う
石
工
が
造
っ
た
と
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
が
、放
映
で
は
架
設
年
も
石
工

も
不
詳
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
」と
岡
松
さ
ん
。

「
三
平
は
岩
永
三
五
郎
の
実
弟
と
記
し
た
本
が

あ
り
ま
す
が
、実
在
は
不
明
で
す
。墓
も
発
見

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」と
私
は
答
え
た
。

　

数
十
年
前
、津
奈
木
町
の
俗
謡
を
紹
介
し
た

岡
松
さ
ん
の
著
述
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。惣

　

幼
少
時
に
長
崎
に
住
ん
で
い
て
、祖
父
か
ら

め
が
ね
橋
造
り
の
話
を
何
度
も
聞
か
さ
れ
た

と
い
う
、熊
本
市
北
区
在
住
の
中
年
男
性
が
東

陽
石
匠
館
に
来
館
さ
れ
た
。

　

私
が
ア
ー
チ
の
組
み
立
て
を
模
型
で
実
演

し
た
と
い
こ
ろ
、男
性
は「
じ
い
さ
ん
は
、要
石

の
こ
と
を
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
教
え
て
く
れ
た
」

と
話
す
。私
は「
ス
ト
ー
ン
は
石
の
こ
と
だ
か

ら
間
違
っ
て
は
い
な
い
け
ど
、ヒ
ュ
ー
と
い
う

の
は
…
」と
口
ご
も
り
、し
ば
ら
く
考
え
た
。

　
「
大
切
な
鍵
の
役
目
を
す
る
石
だ
か
ら
キ
ー

ス
ト
ー
ン
な
の
で
す
が
、キ
ー（
鍵
）を
お
じ
い

さ
ん
は
ヒ
ュ
ー
と
教
え
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」と
言
う
と
、男
性
は「
そ
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。キ
ー
ス
ト
ー
ン
で
す
か
。な
る

ほ
ど
、や
っ
と
長
年
の
謎
が
解
け
ま
し
た
」と
、

喜
ん
で
帰
ら
れ
た
。（

２
０
１
３
年
10
月
16
日
）

庄
屋
も
負
傷
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
て
、片
腕

に
大
け
が
し
た
三
平
は
津
奈
木
温
泉
で
治
療

し
、住
民
の
看
護
の
お
礼
に
石
造
の
ア
ー
チ
橋

「
津
奈
木
大
橋
」を
架
設
し
、そ
の
恩
に
報
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、津
奈
木
大
橋
が
重
盤
岩
目
鑑
橋
で

あ
る
と
し
て
も
、そ
の
規
模
と
出
来
栄
え
を
見

る
と
、当
時
こ
れ
ほ
ど
の
大
ア
ー
チ
橋
を
架
け

ら
れ
た
の
は
、岩
永
三
五
郎
と
同
等
以
上
の
腕

の
持
ち
主
で
あ
る
は
ず
。三
平
は
三
五
郎
の
高

弟
か
…
。

　

頼
り
に
し
て
い
る
古
文
書「
町
在（
ま
ち
ざ

い
）」を
見
て
も
、三
五
郎
の
業
績
に
津
奈
木
大

橋
の
記
述
は
な
い
。彼
は
１
８
４
９（
嘉
永
２
）

年
、薩
摩
の
甲
突
川（
鹿
児
島
市
）に
玉
江
橋
を

架
け（
３
月
７
日
留
入
）、川
内（
薩
摩
川
内
市
）

の
江
ノ
口
橋
を
８
月
に
架
設
成
就
し
た
後
、郷

里
の
肥
後
・
八
代（
熊
本
県
八
代
市
）へ
戻
っ
て

い
る
。

　

岡
松
さ
ん
は「
重
盤
岩
目
鑑
橋
の
近
く
に
あ

る
神
社
境
内
に
、嘉
永
２
年
に
衛
藤
三
郎
左
衛

門
が
奉
納
し
た
手
水
鉢
が
あ
り
、こ
れ
が
架
設

成
就
の
年
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」と
お
っ

し
ゃ
る
が
、「
奉
納
は
祈
願
の
際
に
行
う
も
の

な
の
で
、そ
れ
は
橋
の
架
設
前
だ
と
思
い
ま

す
」と
私
は
述
べ
た
。

　

お
互
い
決
め
手
は
な
く
、思
い
込
ん
で
い
る

だ
け
。「
三
五
郎
の
行
程
か
ら
判
断
す
れ
ば
、嘉

永
２
年
の
祈
願
は
可
能
。し
か
し
架
設
成
就

は
、渇
水
期
を
過
ぎ
た
翌
３
年
の
春
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」と
私
見
を
述
べ
な
が
ら
も
、別

行
動
の
三
平
と
い
う
石
工
が
実
在
し
た
の
か

な
と
頭
を
ひ
ね
っ
た
。

　

結
論
は
出
ぬ
ま
ま
、東
陽
石
匠
館
を
辞
さ
れ

た
岡
松
さ
ん
ら
は
、八
代
市
鏡
町
芝
口
に
あ
る

岩
永
三
五
郎
の
墓
参
り
を
さ
れ
た
。岡
松
さ
ん

か
ら
翌
日
、「
墓
碑
に
８
人
の
門
人
の
名
が
彫
っ

て
あ
り
ま
し
た
が
、三
平
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」と
電
話
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
宿
題
は
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
。

（
２
０
１
３
年
５
月
10
日
）

※
熊
本
県
内
各
地
の
石
橋
を
映
像
で
紹
介
す
る
「
く
ま
も

と
の
石
橋
」は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
が
制
作
し
、
２
０
１

２
年
か
ら
熊
本
県
内
で
は
大
河
ド
ラ
マ
の
前
後
な
ど
番
組

の
合
間
に
約
２
分
間
放
映
。過
去
の
放
映
分
は
、
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
（「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」
で
検

索
）
す
れ
ば
、「
石
橋
リ
ン
ク
集
」
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
。放
送
は
２
０
１
４
年
３
月
で
終
了
予
定
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